
学ぼうSDGｓ学ぼうSDGｓ

　
今
回
は
、
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
や
企
業
へ
の

取
材
を
と
お
し
て
S
D
G
ｓ
を
学
び
ま

し
た
。

●
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
「
ゲ
ッ
ト
・
ザ
・
ポ
イ

ン
ト
」
で
学
ぶ
資
源
の
こ
と

　
今
回
私
た
ち
が
挑
戦
し
た「
ゲ
ッ
ト・

ザ
・
ポ
イ
ン
ト
」
は
、
６
種
類
の
資
源
カ

ー
ド
を
組
み
合
わ
せ
な
が
ら
ア
イ
テ
ム
を

作
り
、
ア
イ
テ
ム
の
ポ
イ
ン
ト
数
に
応
じ

て
勝
敗
が
決
ま
る
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
で
す
。

４
人
１
組
で
、
順
番
に
ア
イ
テ
ム
を
作
り

な
が
ら
進
め
ま
す
。
車
や
家
な
ど
の
高
価

な
資
源
を
使
う
ア
イ
テ
ム
で
あ
る
ほ
ど
、

獲
得
ポ
イ
ン
ト
は
大
き
く
、
本
や
漬
け
物

な
ど
の
自
然
由
来
の
資
源
を
使
う
ア
イ
テ

ム
ほ
ど
ポ
イ
ン
ト
は
小
さ
く
な
り
、
ポ
イ

ン
ト
の
大
量
獲
得
を
目
指
そ
う
と
す
る

と
、
た
く
さ
ん
の
資
源
カ
ー
ド
を
使
う
仕

組
み
で
す
。
そ
し
て
、
資
源
カ
ー
ド
に
は

回
復
す
る
資
源
と
回
復
し
な
い
資
源
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
資
源
カ
ー
ド
を
使
い

切
っ
た
と
き
資
源
の
枯
渇
に
陥
り
ま
す
。

　
ル
ー
ル
の
異
な
る
２
ゲ
ー
ム
を
実
施
し

て
、
そ
の
違
い
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
理
解
し
て

い
き
ま
す
。

　
１
ゲ
ー
ム
目
は
、
４
人
の
中
で
自
分
が

最
も
ポ
イ
ン
ト
を
稼
ぐ
こ
と
を
目
標
に
し

ま
す
。
獲
得
ポ
イ
ン
ト
が
大
き
い
ア
イ
テ

ム
は
、
回
復
し
な
い
資
源
を
大
量
に
使
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
ひ
た
す

ら
ア
イ
テ
ム
を
作
り
、資
源
を
使
う
た
め
、

あ
っ
と
い
う
間
に
資
源
カ
ー
ド
が
な
く
な

っ
て
ゲ
ー
ム
は
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

今
回
は
６
タ
ー
ン
で
終
了
し
ま
し
た
。

　
２
ゲ
ー
ム
目
は
４
人
１
組
の
チ
ー
ム
対

抗
戦
で
実
施
。
回
復
す
る
資
源
を
上
手
く

活
用
し
、
10
タ
ー
ン
続
く
こ
と
を
目
指
し

ま
す
。
10
タ
ー
ン
終
わ
っ
た
と
き
、
他
の

チ
ー
ム
よ
り
ア
イ
テ
ム
の
ポ
イ
ン
ト
が
高

い
こ
と
、
資
源
カ
ー
ド
が
残
っ
て
い
る
こ

と
が
勝
利
条
件
で
す
。

　
２
ゲ
ー
ム
目
で
は
、
次
の
タ
ー
ン
に
資

源
を
残
す
方
法
や
少
な
い
資
源
で
ア
イ
テ

ム
を
作
る
方
法
を
強
く
意
識
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
、
こ
の
ゲ
ー
ム
の

ね
ら
い
の
ひ
と
つ
で
す
。

　
１
ゲ
ー
ム
目
は
目
先
の
利
益
を
追
い
求

め
る
だ
け
で
、
資
源
を
活
用
す
る
こ
と
や

次
に
残
す
こ
と
を
ま
っ
た
く
考
え
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。し
か
し
、「
自
分
が
豊
か
に
」

と
い
う
目
標
か
ら
「
み
ん
な
が
豊
か
に
」

と
い
う
目
標
に
変
わ
っ
た
こ
と
で
、
ゲ
ー

ム
に
お
け
る
行
動
が
確
実
に
変
わ
り
、
結

果
も
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

　「
目
標
」
が
変
わ
れ
ば
、「
行
動
」
は
変

わ
り
、「
未
来
」
も
変
わ
る
。
ゲ
ー
ム
を

通
じ
て
実
感
し
た
こ
の
こ
と
こ
そ
が
、
私

た
ち
の
目
指
す
S
D
G
s
で
す
。

　
前
橋
市
の
政
策
推
進
課
で
は
、
こ
の
カ

ー
ド
ゲ
ー
ム
を
学
校
や
地
域
で
で
き
る
よ

う
、
出
前
講
座
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
企
業
と
の
連
携
や
市
民
と
の
協

働
が
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
作
り
で
、

S
D
G
s
の
実
現
に
取
り
組
み
中
。
S

D
G
ｓ
パ
ー
ト
ナ
ー
制
度
を
設
け
、
11

月
16
日
現
在
で
86
団
体
か
ら
の
申
請
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

　
市
内
で
実
施
さ
れ
て
い
る
取
り
組
み
の

中
で
特
に
興
味
深
か
っ
た
の
は
、
学
生
服

の
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
で
す
。
家
庭
の
事
情

な
ど
で
新
し
い
制
服
を
買
え
な
い
人
の
た

め
の
活
動
が
さ
ら
に
拡
大
す
る
こ
と
を
期

待
し
ま
す
。
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取材から学んだSDGｓのこと取材から学んだSDGｓのこと

企業が取り組むSDGｓ企業が取り組むSDGｓ
●みずほ銀行
　みずほ銀行では年に１
回、SDGsで取り組む重
要項目を見直し、時勢に
合わせた取り組みを実
施。例えば、昨今は人生
１００年時代と呼ばれ、年
金や医療保険の安定性が不安視されている中で、顧客
のニーズに合わせた資産形成のサービスのラインナッ
プを増やす、という取り組みをしています。他にも、企業
向けの会員制サロンを通して、スタートアップ企業やイ
ノベーション企業と歴史ある企業のマッチングを進め
ることで、産業の活性化を促すための取り組みもして
います。こうした、銀行としての強みを生かした取り組
みで、みずほ銀行は国内外で持続可能な世界の実現を
目指しています。

●サニクリーン前橋
　サニクリーン前橋ではぐん
まちゃんのマットや、前橋市
SDGｓオリジナルロゴマット（る
なぱあくの木馬、赤城山のシ
ルエットのデザインのロゴマッ
ト）をレンタルし、その売り上
げの一部で購入した食品を
フードバンクまえばしへ寄付し

ています。寄付を通じて、見えにくい現代の貧困に目を向
けることで、利用者とつながり、貧困問題や食品ロス解決
の糸口につなげています。将
来的には顧客を巻き込んだ取
り組みなどで、SDGｓを通じて
地域の人々に恩返しをしてい
きたいと考えています。

前橋市SDGｓパートナー制度に登録する企業へ話を聞きました。

前橋支店の中野さんと瓜田さん

代表取締役の清塚さん

　今回、この
カードゲーム
を通して、限
りある資源を
どう活用する

のか、という問題を考えることが
できました。また、みずほ銀行へ
の取材では、みずほ銀行が地域
社会の抱えるさまざまな課題の
解決に向き合っていることを知り
ました。

　物事の一長一短
を想像することの必
要性を感じました。
化学エネルギーは
便利だけれど限りが

あり、自然エネルギーは再生できるけれ
ど災害のような不測の事態が起こり得
る。資源を未来につなげるためにSDGs
の達成は不可欠だけれど、ただ「減らす」
「やめる」だけでは産業や経済が停滞し
てしまうおそれがあります。選んだほう
をより良い未来につなげていく、そのた
めの指針が、SDGsだと思いました。

　バランスのと
れた資源確保
のためには、同
じ社会を生き
る全ての人々

と目的意識や目標を共有する必要
があると学びました。しかし資源は
不測の事態で失われることもあり
ます。目標や計画を立てて進めて
いても完全に計画通りに遂行する
ことは難しいと気付き、私たちが生
きる社会の持続可能性の脆さも痛
感する機会となりました。

　チームで資源を残しながらゴールを
目指すことで「意識の共有」を強く実感し
ました。資源を有効活用することや後に
残すことはいざ実践するとなると難しい
ことだらけです。しかし、同じ意識を共有

し、決めた目標に向かって互いに意見を言い、意識と知識を
重ね合わせて実践していく、その過程を繰り返すことで、よ
り良い結末や未来を得られるのかもしれないと感じました。

　SDGｓの取り組みはさまざまな問題の
解決につながるだけでなく、地域の人々
への恩返しにもなると学びました。まず
身近なところにある課題を見つける必
要があると思います。そして、困っている

人に手を差し伸べることで、いろいろな人たちとのつながり
ができるのではないかと感じました。私たちの未来を守るた
めに、身近な問題をみんなで考える必要があると思います。
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